
2006 年 3 月 8 日                                    東京外国語大学博士後期課程 周育佳 

項目分析ソフト ITEMAN マニュアル 

（ITEMAN for Windows 95 /NT, Version 3.50） 
 
 
＊今回使用データ：ある英語テストの 47 問から四択の 19 問について、23563 人の回答。 

 

1. データファイル作成 

 ITEMAN のデータは、テキストファイルである。そのため、まず、マークシートリーダから読み込んだ

データ（excel 形式）、また Excel に入力したデータから、ITEMAN データ形式に変換する必要がある。

以下は最終的な ITEMAN データファイル形式である。 

 

回答書式データ 

ITEMAN 用書式データ 

 
1.1. データ部の書式 

左から、ID 番号、問題順の回答という順に並べ、１被験者のデータを１行で書く。１つの問題の回答

は１文字で入力する。★回答はいくつかの組み合わせである場合、１・０データに変換してからデータファイルを作

成しましょう。 

データの一番前の列

に、同じ桁の数字番号

を順番で入れる。 
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すべての列の行間

を最小限に詰める。 

 
 
 

データファイルをテ

キスト（スペース区き

り）で保存。 

 
 

保存したテキスト

ファイルを開く

と、こうなる。 
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1.2. ITEMAN 用書式データ：作成したテキストファイルのデータ部の上に、次のように４行の書式情報

などを書き加えて保存。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
2. ITEMANでの項目分析 
2.1. ITEMAN起動 
2.2. 分析対象のテキストファイルを指定する 
  Edit -> Data File -> File -> Open - 

 
 
 
 
 

左の一つ目のバタン

を押しても、テキスト

ファイルを指定する

画面が出てくる。 

最初の３桁：

項目数。最初

の桁目は百、

百の位がなけ

れば空白。 

5桁目: 
答を表す

文字 
未回

7桁目:通常Ｎで回答されな

い項目を表す 

項目をグル

ープに分け

て分析しな

ければ、Ｙ

で代替。 最後に 2 桁は ID 番号の桁

数。1 桁の場合、9 桁目は

空白。ID 番号と回答の間

にスペースがある場合、そ

の数も入れる。 

8桁目:空白 

6 桁目:空白 

4 桁目：空白 
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2.3. 入力ファイルの指定 

.4. 出力ファイルの指定 

 
 
2.5. 分析 

 Analyse -> Go -> あるいは、メニューバー 定されたフ

ァイル名のテキストファイルに分析結果が書かれて保存されている＞

 
    

 
 
3. 分析結果を出力ファイルで確認。 

  

2

ここの二つバタンを押

して 1.2保存したファイ
し

て、出力ファイル新規を

指定して、「ＯＫ」を押

す。 

ルを入力ファイルと

左から二つ目のバタンを押す。＜これで、指

 

分析がうまくいけば、ここで、

analysis completed 表示で

また読み込んだ入力ファる。

イル形式に問題あれば、エラ

ーなどが表示される。 
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